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2014 年 10 月 28 日 
株式会社日立製作所 

 

身体活動のデータをクラウドで蓄積・解析し、見える化する 
｢健康増進サービス｣を販売開始 

地域住民の健康増進に取り組む自治体や企業を支援 

 

株式会社日立製作所(執行役社長兼COO：東原 敏昭／以下、日立)は、このたび、活動量計*1で

計測した歩行などの身体活動のデータをクラウド上に蓄積し、解析を行い、分かりやすく見える化(可
視化)することで、健康増進を支援する｢健康増進サービス｣を開発し、地域住民の健康増進に取り組

む自治体や企業を対象に、10月31日から販売開始します。 
 
*1 活動量計：内蔵の加速度センサーによって、身に付けることで、歩数や、時刻ごとの動き、1日の総消費カロリーを記録する装置。 
 
高齢化社会の進展により、QOL(Quality Of Life)の維持、健康寿命の延伸への社会的関心が高

まっています。同時に、医療費や介護費の増大が深刻な社会問題となっており、少子高齢化に伴う労

働力の減少による医療・介護スタッフの不足が懸念されています。このような中で、自治体が中心とな

って、地域住民の健康増進を積極的に支援する取り組みが広がっており、効果が大きく、導入が容易

なシステムが求められています。 

 

日立は、こうした背景のもと、活動量計で計測した歩行などの日々の身体活動のデータを、日立の

クラウド上に蓄積し、解析を行うことで、活動量や生活習慣を見える化するシステムを提供する｢健康

増進サービス｣を開発しました。例えば、自治体や企業が運営する地域住民向けの健康サロン(集会

所など)で、支援スタッフ(サポーター)が、｢健康増進サービス｣を活用して、利用者の活動量計のデー

タを蓄積・解析・見える化し、その結果を地域住民に提供するとともに、結果に基づいた健康増進に役

立つアドバイスを行うといった運用を想定しています。 
 
支援スタッフによる的確なフィードバックを可能にするため、東京都健康長寿医療センター研究所

運動科学研究室室長の青栁 幸利氏による身体活動と健康状態の相関に関する研究(中之条研究*2)
の成果を活用し、活動量のデータと疾病との相関をグラフで表示し、具体的な数値指標を用いた活動

量の目標管理を可能にします。また、利用者が一人で取り組むのではなく、支援スタッフと直接会話を

行う形態にすることで、健康増進効果を高めるとともに、体調変化や認知症の兆候などの早期発見も

期待できます。 
 
*2 中之条研究：高齢者の健康増進や疾病予防に最適な日常身体活動(運動を含む全ての生活行動)の量・質・タイミングなどの総合的パタ

ーンを解明することを目的に、群馬県吾妻郡中之条町にて 5,000 人の高齢者を対象に 2000 年から継続して実施されている研究。1 日

平均の歩数、速歩き(中強度の歩き)の時間と、糖尿病、高血圧、心筋梗塞、脳卒中、骨粗しょう症などの有病率の関係を明らかにし、各

種疾病の予防に必要な運動を定量化しています。 
 
日立は、スマート情報分野における製品・サービス群をIntelligent Operations(インテリジェント 

オペレーションズ)として体系化しており、ラインナップの一つとして｢健康増進サービス｣を提供します。

また、将来的には、健康増進に向けた取り組みの企画・運営を行うコンサルティング企業などと連携し、

地域の活性化に貢献する包括的なサービスへと発展させていきます。 
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■｢健康増進サービス｣の概要図 

 

 

 

■｢健康増進サービス｣の利用イメージ 
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■｢健康増進サービス｣で提供するグラフ例(中強度運動量グラフ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本発表に関するコメント 

東京都 健康長寿医療センター研究所 運動科学研究室 室長 青栁 幸利氏 

健康寿命の延伸は、日本の重要な課題であり、また今後急速に高齢化が進む世界の課題でもあり

ます。群馬県中之条町での 14 年間の研究により、様々な疾病と身体活動量の相関が明らかになりま

した。またプログラム参加者の医療費が顕著に低いことがわかっています。この成果は、定量的な指

標に基づく健康指導を可能とするもので、国内外で注目を集めています。この度、日立がこの研究成

果に基づく健康増進プログラムをサービス化したことにより、日本全般あまねく実践可能な環境が整う

ことの社会的な意義は大きいと考えます。今後も継続的に日立と協力することで、新たな健康づくりを

さらに発展、普及させて行きたいと思います。 
 
■｢健康増進サービス｣の価格と提供開始時期 

名称 価格(税別)*3 提供開始時期 

健康増進サービス 280,000 円/月(100 ユーザーライセンス)～ 2014 年 10 月 31 日 

*3 ユーザー数によって価格は異なります。また、初期費用として、環境設定およびコンサルティング費用、活動量計およびデータ収集用

PC の購入費用などが別途必要になります。 
 

■Intelligent Operations(スマート情報)に関するホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/smart-it/nr41028/ 
 
■日立のヘルスケア事業に関するホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/products/innovation/technology/healthcare/ 
 
■Hitachi Cloud に関するホームページ 

http://www.hitachi.co.jp/cloud/ 
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■Hitachi Innovation Forum 2014 TOKYO での紹介について 

日立は、2014 年 10 月 30 日(木)～31 日(金)に東京国際フォーラムで開催する Hitachi Innovation 
Forum 2014 TOKYO において、今回発表した｢健康増進サービス｣を紹介します。 
http://iforum.hitachi.co.jp/ 
 
■他社商標注記 

・記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。 
 
■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社日立製作所 情報・通信システム社 スマート情報システム統括本部 ヘルスケア本部  
ヘルスケアサービス部 [担当：染谷、馬庭] 
〒140-8572 東京都品川区南大井六丁目 27 番 18 号 日立大森第二別館 
Intelligent Operations お問い合わせフォーム： 
https://www8.hitachi.co.jp/inquiry/it/smart/general/form.jsp 
 

以 上 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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